
平成22年4月9日

回復前 回復後

○この遺族厚生年金の増額のほか、厚生年金の
記録が７３月判明したことにより、故人に遡って旧
法通算老齢年金（１１４，５００円/年額）の受給権
が発生し、ご本人に夫（故人）の未支給分の年金
（一時金）が発生した。

3

5 615,500円

95歳 女

遺族厚生年金
約720万円

通算老齢年金
（未支給分）
約320万円

1,146,600円4 629,400円67歳 男

85歳 女

厚生年金老齢年金

（未支給分）

約580万円

概　　　　要

900,900円

回復前の厚生年
金加入期間２２０
月に２０月を追
加。（遺族厚生年
金受給者）

2,223,500円

回復前の厚生年
金加入期間１２９
月に７３月を追
加。（遺族厚生年
金受給者）

866,700円

1,322,600円

年金額（年額）

男

655,200円 211,500円

約1,480万円517,200円

約1,560万円

○「ねんきん特別便（名寄せ便）」のフォローアップ
対象者であるご本人あて厚生年金加入記録の確
認について文書を送付したところ、後日、ご本人
から会社名、所在地、勤務期間等を記載した確認
票が郵送で届き、ご本人の申出と一致している厚
生年金の記録（１８月）であることが判明した。さら
に、その後、ご本人が別の会社にも勤めていたと
相談窓口に来られ、ご本人の申出の会社名と勤
務期間と一致する厚生年金の記録（５０月）が判
明し、記録（合計６８月）を統合した。

回復前の厚生年
金加入期間２４０
月に６８月を追
加。

回復前の厚生年
金加入期間１９月
に１７８月を追加。

遺族厚生年金

約280万円

391,100円

年　金　額　回　復　の　経　緯

○ねんきん特別便（全員便）の回答票に「もれや
間違いがある」と記載し相談窓口にご本人が持
参、ご本人が保有している船員手帳を参考に申
出の船舶保有者名と雇入期間から船員保険記録
を調査したところ、旧台帳及び被保険者名簿にご
本人の申出と一致する船員保険の記録が判明
し、記録を統合した。

回復前の厚生年
金加入期間１３６
月に１３０月（船員
保険）を追加。

番
号

年
齢

性
別

1 80歳

増加年金額
（年額）

（参考）一定の前提で
の増加総額の機械的
計算（※）

約2,120万円

○ねんきん特別便（名寄せ便）のフォローアップ対
象であるご本人から申出があった２か所の会社
名、所在地、勤務期間をもとに管轄社会保険事務
所等に対して記録の調査依頼、後日、ご本人の
申出と一致する厚生年金の記録が判明したと管
轄事務所から報告があり、記録を統合した。

年金額回復の具体的事例

平成２２年２月１日から５日までに全国の年金事務所で行った年金額試算において増加年金額が大きい１０
ケースについて取りまとめたもの

2 82歳 男 662,100円 2,549,100円 3,211,200円

○夫の死亡により遺族厚生年金を受給されてい
るご本人の家族が、ねんきん特別便（名寄せ便）
の回答票を持参し相談窓口に来所、回答票で申
出された故人が勤務していた会社名、所在地、勤
務期間により調査したところ、申立と一致する厚
生年金の記録が判明し、記録を統合した。

○なお、厚生年金の記録７３月が統合され２０２月
となったことから、男性で４０歳以降の厚生年金の
期間が１８０月以上ある年金を受けている方が死
亡した場合に遺族厚生年金に加算される経過的
寡婦加算５９４，２００円（年額）が加算されるととも
に、遺族厚生年金の年金額６１，０００円（年額）が
増額された。

○夫の死亡により遺族厚生年金を受給されてい
るご本人からねんきん特別便（名寄せ便）の回答
票が送付され調査したところ、ご本人から申出の
あった夫（故人）の勤務していた会社名、所在地、
勤務期間と一致した厚生年金の記録が判明し、
記録を統合した。

○なお、厚生年金の記録２０月が統合され合計が
２４０月となったことから、厚生年金の期間が２４０
月以上ある年金を受けられている方が死亡した場
合に遺族厚生年金に加算される経過的寡婦加算
額５９４，２００円が加算されるとともに、遺族厚生
年金の年金額が２１，３００円（年額）が増額した。

○この遺族厚生年金の増額のほか、故人が受給
していた旧法厚生年金老齢年金の年金額２８，４
００円の増額と厚生年金の期間が２４０月ある方
に配偶者がいる場合に支給される加給年金２２
７，９００円を受けられることとなり、ご本人に夫
（故人）の未支給分の年金（一時金）が発生した。

1,006,600円



平成22年4月9日

　　年金記録が回復した経緯別内訳（今回の１０事例）

ねんきん特別便（名寄せ便）

ねんきん特別便（全員便） 　　３件　（事例１、８、１０）

黄色便（旧姓情報を活用したお知らせ） 　　２件　（事例６、９）

グレー便（旧台帳記録を活用したお知らせ）

3,199,200円

回復前の厚生年
金加入期間３４２
月に８２月を追
加。

回復前の厚生年
金加入期間１０４
月に１２２月を追
加。

約1,250万円72歳 男 532,500円 700,100円 1,232,600円
回復前の厚生年
金加入期間６１月
に１７４月を追加。

10 95歳 男

8 79歳

86歳 男

（注１）　本表は、上記期間において全国の年金事務所で行った年金額試算における増加年金額（年額）の上位１０ケースについ
て事例概要、年金額回復の経緯を取りまとめたもの

（注２）　※の「（参考）一定の前提での増加総額の機械的計算」は、基本的に各ケースの受給開始年齢から65歳時点の平均余命
（男性＋18.6歳、女性＋23.6歳）までの期間（この平均余命を超えているケースは現在年齢までの期間、すでに死亡されている
ケース（未支給分）は死亡時までの期間）について受給すると仮定して機械的に計算した金額であり、実際に支払われる差額で
はない（実際には、在職や雇用保険受給による支給停止等や物価スライドがあるが、これらによる支給額の変動は考慮していな
い）

383,300円

○ねんきん特別便（全員便）の回答票に「もれや
間違いがある」と記載し相談窓口にご本人が持
参、ご本人申出の会社名と勤務期間及び旧姓か
ら記録を調査したところ、ご本人の申出と一致す
る厚生年金の記録が判明し、記録を統合した。

約1,830万円

9

6 82歳 男 571,300円

544,600円7

フォローアップ（電話・文書・訪問）対象事案 　　３件　（事例２、４、７）

女 約1,530万円

回復前の厚生年
金加入期間１１４
月に１３６月を追
加。

921,100円

1,011,700円 1,583,000円

2,654,600円

　　５件　（事例２、３，４，５，７）

　　０件　

 

537,800円

524,300円 452,700円 977,000円

回復前の厚生年
金加入期間０月
に１３５月を追加。
（旧法国民年金老
齢年金受給者）

約1,410万円

○ねんきん特別便（名寄せ便）のフォローアップ対
象者であるご本人が回答票を持参し来所、相談
担当者がご本人に職歴等を確認したところ、本人
の申出の会社名、所在地、勤務期間が一致する
厚生年金の記録が判明し、記録を統合した。

○ねんきん特別便（全員便）の回答票をご本人が
持参し来所、ご本人の申立によると、友人と話し
ていて、結婚前に自分も友人と同じ会社に勤めて
いたことを思い出したとのことであり、ご本人の申
出の旧姓、会社名、所在地、勤務期間により調査
したところ、ご本人の申出された旧姓、会社名、所
在地、勤務期間と一致する厚生年金の記録が判
明し、記録の氏名を変更し記録を統合した。
○厚生年金の記録が１３５月判明したため、厚生
年金の記録が１２月以上ある方に支給される旧法
通算老齢年金が新たに受けることができることと
なった。

○黄色便(旧姓情報と未統合記録の突き合わせ
により氏名・生年月日等が一致した方に送付する
お知らせ）の回答票が社会保険業務ｾﾝﾀｰから回
付され、ご本人の申出による旧姓、会社名、所在
地、勤務期間により調査したところ、ご本人の申
出と一致する厚生年金の記録が判明し、記録を
統合した。

○黄色便(旧姓情報と未統合記録の突き合わせ
により氏名・生年月日等が一致した方に送付する
お知らせ）の回答票が社会保険業務センターから
回付され、ご本人の申出の旧姓、会社名、所在
地、勤務期間により調査したところ、黄色便でお知
らせした以外に氏名、生年月日が一致しご本人の
ものと思われる厚生年金の記録があるため、ご本
人に電話により確認したところ会社名、勤務期間
が一致した。後日、再裁定申出書の提出を受け記
録を統合した。

約1,340万円


